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現在に
⾄るまで

【平成29〜
31年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資す
る、⼦どもの学びに着⽬した、幼児
教育と⼩学校教育９年間を⼀体とし
てとらえた教育課程の⼤綱となる
「初等教育要領」の充実

【平成25〜
28年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園と⼩学校の円滑な接続に資す
る、⼦どもの学びに着⽬した、幼児
教育と⼩学校教育９年間を⼀体とし
てとらえた教育課程の⼤綱となる
「初等教育要領」の開発

【平成22〜
24年度】

⽂部科学省 研究開発学校
幼稚園教育と⼩学校教育の接続期に
おける円滑な接続のための新分野創
設に向けたカリキュラムと指導⽅法
等の研究開発

【平成12〜
14年度】

⽂部科学省 研究開発学校
社会を創造する知性・⼈間性を育む
ことをめざした新しい教育システム
の開発

【平成5
〜7年度】

⽂部省 研究開発学校
学習主体としての⼦どもを⽀援する
１２か年の教育課程の開発
〜総合・探求学習を核にした幼稚園・⼩学
校・中学校の連携研究の試み〜 

幼稚園入園から中学校卒業までの子どもの学びの過程を

整理し「学びの一覧表」を作成

※「学びの一覧表」とは、本校園の幼小中の全教師が、日々の実践か
ら「子どもの事実」、「解釈」、「学び」を「学びのカード」に書
き綴り、3歳（幼稚園年少児）から14歳（中学校3年生）までの総
数約6,000に及ぶ「学びのカード」を分類・整理し、ボトムアッ
プで一覧表にまとめていったものであり、本校園における子ども
の学びを体系化したもの。

10の方向と40の道筋で幼児教育を可視化し、幼小をつ

なぐ幼児期のカリキュラムを提案（『神戸大学附属幼稚
園プラン』）

※10視点により幼児期の教育においてめざす方向を示し、40下位項
目という詳細な観点毎に、入園から修了までの３年間の子どもに
期待する学びの道筋を、ねらいの道筋として示し 、「10視点カリ
キュラム」の取組を深める。日本の幼児教育現場において実現可
能な様々なドキュメンテーションの取組も提案。

⽂部科学省 研究開発学校としての取組より

9年間を一体として捉えた教育課程の大綱となる「初等教

育要領」の開発と充実を進め、「資質・能力カリキュラ
ム」を提案（『新神戸大学附属幼稚園プラン』）

※本プランは、資質・能力のフィルターを通して、「10視点カリキュ
ラム」を見直したものであり、詳細な資質・能力の観点を有するカリ
キュラムである。なお、開発・充実した本園の教育課程及び指導計画
は、実践データとしての実践記録及びドキュメンテーション等を根拠
としたカリキュラム・マネジメントの過程までも公開。カリキュラ
ム・マネジメントを継続し、保育者の資質向上と保護者の幼児教育
への理解促進を同時に実現する仕組みをあわせて提案。

幼児教育現場において、⼦どもの学びを⾒取る観点としても、ねらいの観
点としも使いやすく、⼩学校の教師にとっても理解しやすい詳細な資質・
能⼒の観点を整理すべく、実践記録を集積し、検討を重ねている。
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神戸大学附属幼稚園・小学校  資質・能力の定義（令和５年４月現在） 
 

資質・能力の  

大きなまとまり  

定義 

【資質・能力のまとまり】 

定義 
資質・能力 資質・能力の定義 

社会的 

資質・能力 

 

人格形成の基礎 

となる資質・能力 

【自分の生き方】 

様々なかかわり合いの中で、

自分を見つめ、したいことや

すべきことを自分で決め、よ

りよい生き方を目指そうとす

る 

自ら決める・選ぶ 
興味・関心をもったり、目的や目標を定めたりして、その実現に向けて見通

しをもち、やり遂げようとする 

自分に満足する 自分の成長を自覚し、自らの価値に気付く 

気持ちをコントロールする よりよい方向に向けて、自分の気持ちに折り合いをつけようとする 

よりよい自分に向かう よりよい方向に向けて、した方がよいと思うことをしようとする 

【人とのつながり】 

人とかかわることを通して、

他者の思いや考えに気付き、

よりよい関係をつくろうとす

る 

他者といる喜びを感じる 
他者とかかわる心地よさや嬉しさ、よさを感じてつながりを大切にしようと

する 

他者のことを知る 他者に関心をもち、思いや考え、個性を認めようとする 

自分のことを伝える 相手に分かるように、自分の思いや考えを行動や言葉で伝えようとする 

他者のことを考えて行動する 他者に寄り添い、相手にとってよいと思うことをしようとする 

人とものごとをすすめる 

人と共通の目的や目標に向かって、自分にできることをしようとしたり、見

通しをもって必要なことを決めたり、互いの役割を意識しながら責任を果た

そうとしたりする 

固有的 

資質・能力 

 

知性につながる 

資質・能力 

 体の健康を保つ 
健康の保持・増進に関心を持ち、必要なことを考え、自分ができることをし

ようとする 

 身を守る 自分の状態や周囲の状況に気付き、安全について考え行動しようとする 

 身体を操作する 運動の特性に応じた身体の使い方をしようとする 

【人と自然とのあり方をみつめる】 

豊かな自然体験を通して、そ

の美しさや不思議さに触れる

中で、自然や生命に対する理

解を深め、望ましい自然観・

生命観を養う 

自然環境をみつめる 
空や雲、土、天体など、自然環境の美しさや不思議さに触れる中で、自然に

対する理解を深める 

生き物・いのちをみつめる 生き物の美しさや不思議さに触れる中で、生命に対する理解を深める 

 事物・現象をとらえる 
科学的に分析・思考しながら，性質や特徴を見出したり、ものやこと同士の

関係性をとらえたりする 

【感動を表現する】 

思いや世界観が表現されてい

るもののよさを感じたり、イメ

ージをふくらませ自分らしく

表現することを楽しんだりし

ながら、豊かな感性を養う 

造形に表す 
色や形、素材の生かされ方のよさを感じたり、それらを使って表現しようと

したりする 

音楽に表す 
音の響き、リズム、テンポやメロディーのよさを感じたり、それらを使って

表現しようとしたりする 

文芸に表す 
話の展開や内容、話や役などの設定、言葉のよさを感じたり、それらを使っ

て表現しようとしたりする 

身体の動きに表す 
動作や表情、声の調子などのよさを感じたり、それらを使って表現しようと

したりする 

演出に表す 
配役や場のとり方、プログラムの順序などのよさを感じたり、表現方法を考

えたり、それらを使って表現しようとしたりする 

【言語を活用する】 

文字言語や音声言語を獲得

し、思いや考えを伝えようと

する 

語彙・語句を活用する 語彙・語句を豊富に獲得し、活用しようとする 

文章の構成を整える 文章の構成を考えて、整えようとする 

【事象を数理的にとらえる】 

数・量や図形、場を対象とし

た思考を通して、身の回りの

事象を分析的に判断しようと

する 

形をとらえる 
図形を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようとす

る 

数・量をとらえる 
数・量を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようと

する 

空間をとらえる 場を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようとする 

【くらしをつくる】 

くらしを豊かにするための要

素や方法について考え、取り

組もうとする 

食をみつめる 
食べることの楽しさを感じたり、様々な食文化について知り、取り入れたり

する 

道具をあやつる 目的に合った物を選び、適切に使おうとする 

住空間を整える 快適で心地よい生活空間を知り、整える 

財を活用する 売買の仕組みやサービスについて知り、お金を適切に扱う 

 多様な文化を尊重する 自国の文化や他国の文化のよさや互いの文化の違いを知り、認めようとする 

【社会とのつながりを築く】 

自分たちの生活を支える人・

もの・ことについて知り、持

続可能な社会の実現を目指そ

うとする 

施設や働く人とつながりをもつ 施設や働く人の役割を知り、自分のかかわり方を考える 

資源の活用をみつめる 限りあるものの適切な使い方や使う量を考え、大切に扱おうとする 

過去とのつながりをとらえる 社会や文化の発展を歴史の流れとのかかわりでとらえる 

土地の特色をとらえる 
日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえ

る 

平和を求める 争いや差別の原因を探り、人とのかかわり方を考える 

汎用的 

資質・能力 

 

思考力 

【論理的思考力】 

ものごとを整理し、順序よく考

える力 

比較する 対象と視点を明確にしながら、差異点や共通点を見つけ出す 

関連付ける 対象と視点を明確にしながら、その間にあるつながりを見つけ出す 

総合する 比較したり関連付けたりしたことをもとに、考えをまとめる 

再構成する 自分の知識や考えを、より妥当性の高いものに更新する 

推論する 比較・関連付けして得られた明確な根拠をもとに、何らかの考えにいたる 

論点を抽出する 話の中心になるところを探り、目的に応じて絞り込み、確定する 

批判的に考える 思考・判断に必要な情報の確かさを疑う 

【メタ認知力】 自分を客観的に把握する 自分のことについて自分自身が気付く 

【問題解決力】 

問題を見出し、解決方法を導

き出し、実行する力 

問題を認識する ある目的を達成するための問いを生む 

豊かに発想し、追求の手立てを構想する ある目的を達成するための方法を直感的・論理的に考え、最適な考えを選ぶ 

実行し、その結果をもとに判断をくだす 
実行をもとに、目的が達成されたかどうかその過程が適切であったかどうか

を評価する 

 

社会的資質・能⼒

⼈格形成の基礎となる資質・能⼒

固有的資質・能⼒

知性につながる資質・能⼒

汎⽤的資質・能⼒

思考⼒

学びに向かう⼒・⼈間性等

知識・技能
の基礎

思考⼒・判断⼒・表現⼒
の基礎

上記はそれぞれ親和性が高い資質・能力であると考える。
一方で、「表現力」については、本園が見出した資質・
能力では「固有的資質・能力」の一つと位置付けている
のに対し、文部科学省より示されている資質・能力では
「思考力・判断力等」と同じまとまりに位置付けられて
いるなど、相違点も見られる。このような共通点や相違
点を明確にしながら、５領域に替わる資質・能力の観点
からのねらいの枠組みを提案していきたいと考えている。

「社会的資質・能力」と「学びに向かう力、人間性等」
「固有的資質・能力」と「知識や技能の基礎」
「汎用的資質・能力」と「思考力・判断力・表現力等の基礎」

⽂部科学省により⽰されている資質・能⼒

学びを⾒取る観点、ねらいの観点として使い
やすく、⼩学校の教師にとっても理解しやす
い詳細な資質・能⼒の観点を⾒出したい



神戸大学附属幼稚園の幼小を接続する資質・能力カリキュラムは、各地の市町単位で
も園単位でも、教育研究の充実、教員の資質向上に向けて様々な形で活用されている

【兵庫県教育委員会 幼小の円滑な接続推進事業（令和2年まで）、幼児期と児童期の円滑な接続推進事業(令和3年度から) 】 平成30年度

三木市立三樹幼稚園、令和3・4年度 播磨町立播磨西幼稚園、令和3・4年度 赤穂市立尾崎幼稚園

【高砂市教育委員会、高砂市幼児保育課研修会】 平成30年度から現在に至る

【神戸市子ども家庭局幼保事業課】 平成30年度から現在に至る 公立保育所保育士研修

【新温泉町認定こども園職員研修】 平成30年度から現在に至る

【川西市教育委員会】 令和元〜3年度 川西市幼児保育研究部会、令和元年度から幼小接続研修など

【尼崎市幼稚園教育研究会】 令和2〜5年度 尼崎市立幼稚園全9園（尼崎市立塚口幼稚園、尼崎市立園和北幼稚園、尼崎市立園田幼稚園、
尼崎市立武庫幼稚園、尼崎市立竹谷幼稚園、尼崎市立大島幼稚園、尼崎市立小園幼稚園、尼崎市立長洲幼稚園、尼崎市立立花幼稚園）

【朝来市教育委員会事務局こども育成課幼児教育研修会（朝来市教育研修所指定研究）】 令和3・4年度 朝来市立生野こども園、令和4・
5年度 朝来市立大蔵子ども園、令和5・6年度 朝来市立糸井子ども園）

【その他】赤穂市、相生市、たつの市、宍粟市、姫路市、加西市、加古川市、播磨町、明石市、神戸市、三木市、川西市、各地の民間園など

① 事実を基に捉えた子どもの学びを根拠とする詳細な資質・能力の観点

② 保育を構造的に思考し、子どもの資質・能力の発揮、伸長を自覚的に支える保育力
を醸成する指導案フォーマット

③ 遊びや生活の中の子どもの学びの過程を可視化し、子どもと保育者、保護者間でこ
どもの学びの過程を共有するドキュメンテーションの様々な試み

④ 子どもが互いに影響を及ぼし合いながら学びに至る過程を分析的に捉え、保育者の
資質向上及びカリキュラム改善に資する実践記録フォーマット

⑤ 遊びや生活をまとまりとして捉える長期指導計画

⑥ 子どもと共に教師も学び合う幼小合同学習の取組 など



幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話
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1 組
 （

背
番
号
 
黄
  1～

20）
 吉

田
 
紘
子
 

4 歳
児
 
も
  も

2 組
 （

背
番
号
 
黄
 21～

39）
 髙

橋
 
梨
花
 

     5 歳
児
 
さ
く
ら

1組
 （

背
番
号
 
赤
  1～

19）
 松

本
 
法
尊
 

5 歳
児
 
さ
く
ら

2組
 （

背
番
号
 
赤
 21～

39）
 川

東
 
佳
歩
 

子
ど
も
は
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
保
育
参
観
を
通
し
て
、
子
ど
も
が
ど

ん
な
資
質
・
能
力
を
発
揮
、
伸
長
し
て
遊
ん
で
い
る
か
を
、
本
校
園
で
見
出
し
て
い
る
資
質
・
能
力
を
観
点
に

し
て
丁
寧
に
と
ら
え
、
他
の
参
加
者
の
方
と
と
も
に
、
遊
び
の
中
の
学
び
を
見
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

参
観
後
、
子
ど
も
が
遊
び
の
中
で
、
資
質
・
能
力
を
発
揮
、
伸
長
し
て
い
る
姿
を
『
学
び
の
カ
ー
ド
』
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
の
事
実
と
事
実
の
解
釈
を
分
け
て

書
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
『
学
び
の
カ
ー
ド
』
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ
協
議
で
、
遊
び
の
中
の
学
び
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
す
。
 

参
観
の
際
に
は
、
子
ど
も
の
姿
を
行
動
・
発
言
だ
け
で
な
く
、
表
情
・
し
ぐ
さ
・
視
線
な
ど
の
細
か
な
点
に

も
注
目
し
て
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
学
び
の
カ
ー
ド
に
は
教
師
の
援
助
や
環
境
の
構
成
か
ら
と
ら
え
た
教

師
の
意
図
に
つ
い
て
も
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ☆
事
実
と
は
、
解
釈
を
入
れ
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
子
ど
も
や
教
師
の
発
言
・
行
動
・
表
情
・
し
ぐ
さ
・
視
線

な
ど
の
こ
と
で
す
。
保
育
を
見
て
い
な
い
人
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

☆
解
釈
と
は
、
事
実
か
ら
と
ら
え
た
子
ど
も
の
内
面
な
ど
の
こ
と
で
す
。
印
象
で
は
な
く
、
必
ず
、
自
分
が

見
た
子
ど
も
の
事
実
に
基
づ
い
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

☆
教
師
の
意
図
と
は
、
教
師
の
援
助
や
環
境
の
構
成
か
ら
読
み
取
ら
れ
た
教
師
の
意
図
の
こ
と
で
す
。
 

必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

平成14年度から実施している「参加型研修会」

令和５年度 幼児教育を考える研究会 

令和５年度 全国幼児教育研究協会 兵庫支部研修会  

 

 

保育指導案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス（背番号色）・掲載ページ 取り上げる遊び 

３歳児うめ１組（背番号 青１～２０）  

            …１〜３ページ 

   うめ２組（背番号 青２１〜３９） 

            …４〜６ページ 

○ショーあそび 

○宝石屋さん 

○ミッキーランド 

４歳児もも１組（背番号 黄１～２０）   

            …７〜９ページ 

      もも２組（背番号 黄２１～３９）   

            …１０〜１２ページ 

○ショーごっこ 

○探険ごっこ 

○お寿司屋さん 

５歳児さくら１組（背番号 赤１～１９） 

    さくら２組（背番号 赤２１〜３９） 

               …１３〜１６ページ 

＊遊びや生活のまとまりとしての計画「令和５年度５歳 

児 発表会」もご参照ください。 

○バスケットボール 

○アイドルショー 

○けん玉 

○跳び箱・フープ・縄 

 

 

 
参観にあたって 

☆ 園内では、参加証を必ず身に付けてください。 

☆ 個人情報保護の観点から、保育中の撮影、子どもの名前や顔など個人を特定できる

情報の撮影はご遠慮ください。また、学びのカードの取り扱いにはくれぐれもご注

意ください。 

☆ 子ども達の遊びの動線にご配慮いただき、保育室の出入り口やテラス、水道前など

に立ちふさがらないようにしてください。 

☆ 意図をもって保育をしていますので、子ども達や教師に話しかけないでください。 

下と右図に示している『取り上げる遊び』の中から、 

１つの遊びを選んで『学びのカード』をお書きください。 

 

取り上げる遊び・場所 

 

     プール 

保育室 

うめ１組 
（３歳） 

保育室 

もも 1 組 
（４歳） 

保育室 

もも 2 組 
（４歳） 保育室 

さくら１組 
（５歳） 

保育室 

さくら２組 
（５歳） 

保育室 

うめ２組 
（３歳） 

多⽬的室 

受付 

 

男⼦ 

W.C 

⼥⼦ 

W.C 
給湯室 

職員室 

⽞関 ホール 

遊戯室 

ステージ 機材室 ﾓﾆﾀｰ室 

会議室 

保健室 

取り上げる遊び 

 

絵本の 

部屋 

トイレは、管理棟の他に各学年の保育室にもございますので、ご利用ください。 

W.C 

W.C 

W.C 

跳び箱 

フープ 

縄 

お寿司屋 
さん ショー 

ごっこ 

ミッキー 

ランド 

宝石屋 

さん 

アイドル
ショー 

探険 

ごっこ 

バスケット
ボール

ショー 

遊び 

けん玉 

５歳児の遊びは、遊戯室で行っている

場合があります。 

３歳 

４歳 

５歳 

総合的に指導しようとすれば、
様々な観点から学びを捉えられる
ことが不可⽋であり、様々な観点
から学びを捉えるためには、詳細
な観点があることが有効

平成28年度まで：10視点カリキュラム

平成29年度：幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿（10の姿）

平成30年度から：資質・能力カリキュラム

詳細な観点を活用し、事実を基に遊びや生
活の中の豊かな子どもの学びを捉える。



学びのカード 
日 令和６年１月 27 日 時刻        

年齢 ３歳 ・ ４歳 ・ ５歳 場所  
遊び名  

事実 
（発言、行動、表情、しぐさ、視線など） 

    ・解釈（事実からとらえた子どもの内面） 
    ◎教師の意図 

  
 

学び［     ］  

資質・能力 

 
 
 

学びの要因 
（教師の援助、環境の構

成、状況等） 
 

※印刷の都合上、枠内に収めてご記入ください。 

※ 

幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話

神戸大学附属幼稚園 入園から修了までのねらい一覧（No.2） 令和５年４月現在 

 
 

3 歳児 

4 歳児 

5 歳児 

 

 

資質・能力の 
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 感

動
を
表
現
す
る 

造形に 
表す 

素材に触れているうちに表現が生まれ

ていく楽しさを感じたり、生まれたも

ののよさを感じたり、思い描いたもの

や、しているうちに思い付いたものを

描いたり作ったりする楽しさを感じた

り、色の美しさを味わったりする 

 

 
描きたいもの、作りたいものを思い浮かべて描いたり作っ

たり、身近なものをいろいろなものに見立てたりすること

を楽しんだり、色の美しさを味わったりする 

 
描きたいもの、作りたいもの、遊びに必要

なものを思い浮かべて、大きさや形、色、

組み合わせ方などを考えたり、いろいろな

素材を使ったり、友達の表現のよさを感じ

て取り入れたりしながら、工夫して描いた

り作ったり飾ったりすることを楽しむ。ま

た、色や形の美しさを味わう 

 
 描きたいもの、作りたいもの、遊びに必要なものを思い浮かべて、

大きさや形、色、組み合わせ方などを考えたり、素材の特徴をいか

したり、友達の表現のよさを感じて取り入れたりしながら、工夫し

て描いたり作ったりすることを楽しむ 

 
描きたいもの、作りたいもの、遊びに

必要なものを思い浮かべたりその特

徴をとらえたりして、大きさや形、色、

組み合わせ方などを考えたり、素材の

特徴をいかしたり、友達がすることを

真似たり、友達の表現のよさを感じて

取り入れたりしながら、細部までこだ

わって工夫して描いたり作ったりし

ようとし、その楽しさを感じる 

 

音楽に 
表す 

身の回りの音の響き、言葉、歌や曲のリズムやテンポ、メロディーを感じながら、聴いたり、歌ったり、体を動かしたり、

音を鳴らしたりすることを楽しむ 

 
歌や曲のリズムやテンポ、メロディー、曲調を感じたり、

歌の情景を思い浮かべたりしながら、聴いたり、歌をうた

ったり、歌や曲に合わせて楽器を鳴らしたりすることを楽

しむ  
リズムやテンポ、メロディー、曲調を感じたり、

歌の情景を思い浮かべたりしながら、それらを意

識して、聴いたり、歌をうたったり、体を動かし

たり、楽器を鳴らすタイミングを考えて合奏した

りすることを楽しむ 

 
歌詞の意味を自分の状況や心境と重ね合わせてうたったり、友達と気持ちを合わせてうたったりする充実感を味わう 

 

身の回りの音の響きを感じたり、身の回りのもので音を鳴らしたりすることを楽しむ 

 

文芸に 
表す 

絵本を見たりお話を聞いたり
して、繰り返しの展開を楽しん
だり、次はどうなるかを楽しみ
にしたりする 

 
絵本を見たりお話を聞いたりして、話が展開していくことを楽しんだり、登場人物の気持ちを感じたりする 

 
絵本を見たりお話を聞いたりして、話の展開を予想したり、情景を思い浮かべたり、

登場人物の気持ちを感じたりする。 

 

先生や友達と一緒にイメージを膨らませてお話や役の設定を考

えながら遊ぶ楽しさを感じる 
 先生や友達

と一緒にイ
メージを膨
らませてお
話や役の設
定を考えな
がらお話を
作る楽しさ
を感じる 

先生や友達と一緒にイメージを膨らませてお話や役の設定を考えながらお

話を作って遊ぶ楽しさを感じる 

 
先生や友達と一緒にイメージを膨らませてお話や役の設定を考えながらお話を作る楽しさを感じる 

イメージを膨らませて、役や設定
を考えたり、友達の考えを取り入
れたりしながら、友達と一緒にお
話を作って遊ぶ楽しさを感じる 

 
イメージを膨らませて話の設定や展開を考えてお

話を作る楽しさを感じる 
 

言葉のリズムや響きの心地よさや面白さ、擬音語・擬態語の音（おん）の面白さを感じる 
 

言葉のリズムや響きの心地よさや面白さ、擬音語・擬態語の音（お

ん）や例えなどの言い回しの表現の面白さを感じ、それを使って表

現する楽しさを感じる 
 

言葉のリズムや韻を踏む響きの心地よさや面白さ、擬音語・擬態語を使っての表現

の面白さ、例えなどのいろいろな言い回しをしての表現の面白さを感じ、それを使

って表現する楽しさを感じる 

 

身体の動
きに表す 

自分のなりたいものの姿や動きなどを思い浮かべて、なって遊ぶことを楽しむ 

 
自分のなりたいものになりきり、具体

的な場面を思い浮かべたり、友達の表

現のよさを感じたり真似をしたりしな

がら、動き方や話し方などを考えて身

体で表現することを楽しむ 

 
自分のなりたいものになりきったり、気持ちや性格、具体

的な場面を思い浮かべたり、友達の表現のよさを感じたり

真似をしてみたりしながら、自分なりの表情や言葉、話し

方、動き方などで表現したりすることを楽しむ 

 
自分のなりたいものの気持ちや性格、生態から、

表情や言葉、話し方、動き方などを考えたり、場

面設定に合わせた動き方や話し方などを考えた

り、友達の表現のよさや考えをとり入れたりして、

表現することを楽しむ 

 

感じたことや考えたことを身体で表現しようとしたり、それを楽しんだりする 

 

演出に 
表す 

自分のなりたいものになるために、小道具や大道具、衣装を使ったり身につけたりして、遊ぶことを楽しむ 

 
自分のなりたいものをよりそれらしく表現するために、使

いたい小道具や大道具、衣装など必要なものを考えたり、

それを使ったり身につけたり、友達の衣装や隊形のよさを

感じたり取り入れたりして、遊ぶことを楽しむ 

 
自分のなりたいものをよりそれらしく表現するために、また、見ている人が

どう感じるかを考えながら、自分たちが感じてほしいことをより効果的に表

現するために、小道具や大道具、衣装、言葉、話し方、動き、場のとり方、

飾り方、音楽、隊形、プログラムの内容や順番、司会等の役割などを考えた

り、試したり、友達がしていることのよさを感じたり取り入れたりして、表

現しようとする 

 

資質・能力の  
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

言
語
を
活
用
す
る 

語彙・語
句を活用
する 

身近なものの名前や園生活で使う言葉、自分の気持ちを表す言葉を知ったり、使ったりする  
言葉の意味を知ったり、知って選んだりする 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
いろいろな語彙にふれながら、言葉が音の集まりであることを知ったり、音のつなが

りを楽しんだりする 

 
いろいろな語彙にふれながら、言葉を構成している音の数や並び、組み合

わせを使ったり、音を置き換えたりして遊びながら、いろいろな言葉や言

葉のつくり、音に興味・関心をもつ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「てにをは」の違いを感じて、選んで使おうとする  

「てにをは」を使い分けようとする  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自分の名前に使われているひらが
なを、興味をもって見ようとする 

 
身の回りの記号や文字を、興味をもって見

たり読もうとしたりする  
遊びの必 要から、知りたいことや書かれていることを読もうとしたり、人に伝えたいことや覚えておきたいことを書こうとしたり、書いて残しておくことのよさを感じたりする 

 
遊びの必要から、知りたいことや書かれていることを読も

うとしたり、人に伝えたいことや覚えておきたいことを書

こうとしたり、書いて残しておくことのよさを感じたり、

文字には、決まった形や向き、筆順があることを感じたり

する 

 

場に応じた丁寧な言葉にふれる 

 
場に応じた言葉の丁寧さを感じる 

 
場に応じた丁寧な言葉を使おうとする 

 
場に応じた丁寧な言葉を考えて使おうと

する 

 

文章の構成
を整える 

先生や友達の言葉や言い方を聞いたり、自分の

言いたいことを自分の言い方で言ったりしよ

うとする  
先生や友達の言葉や言い方を聞いたり、自分の気

持ちや思い、考え、言いたいことを自分の言い方や

先生に教えてもらった言い方で言ったり、相手に

伝えるために必要なポイントを尋ねてもらって言

ったりしようとする 

 
先生や友達の言葉や言い方を聞いたり、自分の気持ちや思い、考えを、相手に伝えるために必要なポイントを教えてもらって話したりしようとする 

 
先生や友達の言葉や言い方を聞
いたり、自分の思いや考えを、相
手に分かるように繰り返す、言葉
を足す、聞かれたことに答えるな
どして話したりしようとする 

 
言い方の分かりやすさのよさを
感じたり、自分の思いや考えを、
相手に分かるように繰り返す、言
葉を足す、聞かれたことに答える
などして話そうとしたりする 

 
言い方の分かりやすさのよさを感じた

り、自分の思いや考えを、相手に分かるよ

うに言葉を選ぶ、つなげる、順序立てる、

理由を添えるなどして伝えようとしたり

する 
 

資質・能力の  
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

事
象
を
数
理
的
に 

と
ら
え
る 

形を 
とらえる 

形の面白さを感じたり、いろいろな形に親しんだりする 

 
いろいろな形に親しみ、比べたり組み合わせたりしながら、形の特徴を感覚でとらえる  

いろいろな形を比べたり、組み合わせたりしながら、形の特徴を感覚でと

らえたり、遊びや生活に形の特徴をいかそうとしたりする 
 

 

数・量を
とらえる 

数・量（数、長さ、重さ、大きさ）の多い少ないを感じたり、ものと対応させて数えたり

して、数・量に親しむ 

 
数えたり並べたりはかったりして比べ、数・量（数、長さ、重さ、

大きさ）の多少を感じる 

 
数・量（数･長さ･重さ･大きさ･時間）の多少や速さをとらえたり、まとまりでとらえたり、調節した

りしようとする。 

 

空間を 
とらえる 

高さ、広さ、距離、位置を身体で感じる 

 
高さ、広さ、距離、位置を感覚でとらえようとする  

高さ、広さ、距離、位置を感覚でとらえ、置き方や立ち位置等を考えようとする 

 
高さ、広さ、距離、位置を感覚でとらえ、置き方、場のとり方、動く方向を考

考えようとする 

 

 

 

資質・能力の  
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

く
ら
し
を
つ
く
る 

食を 
みつめる 

幼稚園でおやつを食べることを楽しみにする 

 
幼 稚 園 で
お や つ を
食 べ る こ
とや、収穫
し た 野 菜
を 家 に 持
っ て 帰 っ
て 食 べ る
こ と を 楽
し み に す
る 

 
いろいろな食材に親しみをもったり、幼稚園で先

生や友達、お家の人とおやつや弁当を食べる楽し

さを感じたりする  
いろいろな食材に興味をもったり、幼稚園で先生や友達、お家の人とおやつや弁当を

食べたり、収穫した野菜を家に持って帰って食べたりする楽しさを感じたりする 
 

旬の食べ物があることや食べ物の働きを知ったり、喜んで食べたり、食べることを

楽しみにして野菜を育てたり、いろいろな食材について知り、いろいろな料理があ

ると感じたり、自分で手を加えて食べられるようにしたり、それを食べたりする喜

びを感じたりする 

 

 

 

楽しく心地よく食べるためにした方がよいことを知ったり、自分でしたりしようとする 

 
楽しく心地よく食べるためにした方がよいことを知ったり、自分

で気付いたり、先生に確かめたりしてしようとする  
楽しく心地よく食べるためにした方がよいことと、その意味を知ったり、自分なりに

考えたりしてしようとする 

 
楽しく心地よく食べるためにすべきことの意味が分かってしようとする 

 
 

 

道具を 
あやつる 

道具や素材など物の扱い方を知り、慣れて使おうとする 
 

 
道具や素材など物の扱い方を知り、慣れたり、選んで使おうとしたり、物を丁寧に扱おうとしたりする  

道具や素材などの物の扱いに慣れた

り、コツをつかんだり、特性をいかし

て使おうとしたり、道具を丁寧に扱お
うとしたりする 

 
道具や素材などの物の特性をいかし

て使ったり、用途に合わせて使い分け

たり、物を丁寧に扱ったりしようとす

る 
 

写真や表示、絵本、図鑑に関心をもって見ようとしたり、知りたいことが図鑑や絵本に載っていると感じたりする 

 
写真や表示、絵本、図鑑、掲
示に関心をもって見ようと
したり、知りたいことが図鑑
や絵本に載っていると感じ
たり、知りたいことが書かれ
た写真や表示、絵本、図鑑、
掲示を見ようとしたり、知ら
せたいことをかこうとした
りする 

 
写真や表示、絵本、図鑑、掲示、インターネット、新聞に関心をもって見よ

うとしたり、図鑑や絵本、インターネットを使って知りたいことを調べら

れると知ったり、知りたいことが書かれた写真や表示、絵本、図鑑、掲示を

選んで調べようとしたり、看板やチラシなどの身近な方法を選んで知らせ

ようとしたり、書いて残しておくことのよさを感じたり、覚えておきたい

ことをメモに書き留めておこうとしたりする  

住空間を 
整える 

自分の周りが気持ちよく使いやすくなる物の

始末の仕方を感じたり、手伝ってもらってした

り、自分でしようとしたりする 

 
自分の周りや、みんなで使う場所が気持ちよく使いやすく楽しくなるような遊びや生活の場の整え方を感じたり、気付いたり、自分な

りに考えたりして、整えたり、作ったりしようとする 

 
気持ちよく使いやすく楽しくなるように遊びや生活の場を整えたり、作っ

たり、作りかえたりしようとする 

 

 

 

財を 
活用する 

 
 

 
 

 
 

 
 

ごっこ遊びを通して、先生や友達と、売ったり買ったりするやりとりを楽しむ  
ごっこ遊びを通して、先生や友達とお金やカード、チケットを使って売ったり買ったりすることを楽しむ 

 

資質・能力の  
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

   
 

身近な伝統行事に興味をもつ 

 
身近な伝統行事、祝祭日に触れ、関心をもつ 

 
身近な伝統行事、祝祭日に触れ、日本の風習や生活の節目を感じる 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他の地方や他国の存在を感じる 

 
他の地方や他国の存在を知ったり、その地の生活の仕方や言葉、衣類などの違いを

感じたり、面白いと思ったり、よさを感じたりする 

 

資質・能力の  
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

社
会
と
の
つ
な

が
り
を
築
く 

施設や働
く人とつ
ながりを
もつ 

幼稚園の施設や生活を教えてもらったり感じたりして、幼稚園がどんなところかを知る  
幼稚園や園外保育先の施設、そこにある物に興味・関心をもち、それらがみんなの物

であることを知る 

 
施設や施設にある物を使う時にはきまりごとがあると知り、その意味が分かり、きまりごとを守って使おうとする 

 
施設や施設にある物を使う時にはそこでのきまり

ごとの意味を考えて過ごそうとする 

 

 

 
興味・関心をもって見たりかかわった

りして、幼稚園のいろいろな人と自分

との関係や生活と自分との関係を知る 

 
興味・関心をもって見たりかかわったりして、幼稚園のいろいろな人と自分との関係

を知る。 

 
自分の生活にかかわる社会の人の役割を考える 

 

資源の活
用をみつ
める 

見たり、聞いたり、教えてもらったりして、無駄になることはよくないと感じる 

 
まだ使えるものを捨ててしまうことや必要以上に

使うことをもったいないと感じる  
まだ使えるものを捨ててしまうことや必要以上に使うこ

とをもったいないと感じたり、取っておこうとしたりする 

 
まだ使えるものを取っておこう
としたり、無駄にならない使い方
を考えて大切に使おうとしたり
する  

資質・能力の 
まとまり 資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 
 

 
 

3 歳児 

4 歳児 

5 歳児 

 
 

 

幼稚園でおやつを食べることや、収穫した野菜

を家に持って帰って食べることを楽しみにする 

多様な文化
を尊重する 

先生や友達と一緒にイメージを膨らませてお話や役の

設定を考えながらお話を作る楽しさを感じる 

神戸大学附属幼稚園 入園から修了までのねらい一覧（No.1） 令和５年４月現在 

 
 

3 歳児 

4 歳児 

5 歳児 

 
 

資質・能力

の 

まとまり 

資質・能力 4 5 6 ７ 9 10 11 １２ 1 2 3 4 5 6 ７ 9 10 11 １２ 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 １２ 1 2 3  

自
分
の
生
き
方 

自ら決め

る・選ぶ 

したいと思ったり、好きなことを選んだ

り、したいと思ったことをしたりする 

 好きなことやしたいことを意識して、選んだりしたりする 
 できるようになりたい、上手になりたい、こうしたいなどの具体的な目的をもって

考えたり試したりして何度も取り組もうとする 

 できるようになりたい、上手になりたい、こうし

たいなどの具体的な目的をもったり、上達や難し

さを感じながら自分の力に見合った目標を決め

たり、目的に向けて見通しをもったりして、考え

続けたり、何度も試したりし、あきらめずにやり

遂げようとする 

 

自分に 

満足する 

したいことがで

きて嬉しいと思

う 

 したいことができたり、できるようになったりして、嬉しいと思う 

 できるようになったり前

よりも上手になったりし

て、嬉しいと思ったり自

信をもったりする 

 自分のできるようになったことや前よりも上手に

なっていること、前とは違う自分を自覚して、自

信をもったり満足したりする 

 自分のできるようになったことや前よりも上手

になっていること、前とは違う自分を自覚して、

自信をもったりやり遂げたことに満足したりす

る 

 

気 持 ち を

コ ン ト ロ

ールする 

先生に手伝ってもらって、自分の気持ちを落ち着かせようとする 
 自分なりの方法で、自分の気持ちを落ち着かせようとする 

 人の気持ちを聞いたり周りの状況を知らされたり

して、気持ちを落ち着けたり、折り合いをつけた

りしようとする 

 人の気持ちを聞いたり周りの状況を見た

り感じたりして、気持ちを落ち着けたり、

よりよい方向にむけて自分の気持ちに折

り合いをつけようとしたりする 

 

よりよい

自分に向

かう 

自分のしたことのよしあしを感じる 

 自分のしたことを、自ら振り返っ

たり、友達や先生の話や行動を見

聞きして振り返ったりしながら、

そのよしあしを考えようとした

り、自分がよいと思ったことをし

ようとしたりする 

 年長である自分を意識して責任

をもって役割を果たそうとした

り、した方がよいと思うことをし

ようとしたり、自分の行動を振り

返ってよしあしを考えたりする 

 年長である自分を意識して責任をもって役割を

果たそうとしたり、した方がよいと思うことをし

ようとしたり、自分の行動を振り返ってよしあし

を考え、よいと思うことをしようとしたりする 

 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

人
と
の
つ
な
が
り 

他者とい

る喜びを

感じる 

先生や友達に親

しみをもった

り、一緒にいる

心地よさを感じ

たりする 

 先生や友達に親しみをもったり、一緒にいる心地よさや触

れたり触れられたりする嬉しさ、一緒に遊ぶ嬉しさを感じ

たりする 

 気の合う友達や今まであまりかかわりのなかった

友達と一緒にいる心地よさや誘ったり誘われたり

する嬉しさ、一緒に遊ぶ嬉しさを感じる 

 気の合う友達や今まであまりかかわりのなかった

友達と、一緒に遊ぶ嬉しさを感じる 

 いろいろな人と一緒に遊

んだり生活したりする嬉

しさを感じる 

 いろいろな人と一緒に遊んだり

生活したりする嬉しさを感じた

り、仲間とのつながりを喜んだり

する 

 

他者のこ

とを知る 

気になる人の顔や名前を知ろう

とする 

 気になる人の顔や名前を

知ろうとしたり、いろい

ろな人の存在に気付いた

りする 

 いろいろな友達

のことを知ろう

としたり、いろ

いろな友達の個

性に気付いたり

する 

 いろいろな友達の気持ちや考え

を知ろうとしたり、いろいろな友

達の個性に気付いたり、年長児を

身近に感じたりする 

 いろいろな友達の気持ちや考えを知ろう

としたり、今まで知らなかった個性に気

付いたり、年長児の優しさを感じたりす

る 

他者の気持ちや考えを知ろうとしたり、友達の考

えや今まで知らなかった個性に気付いたり認め

たりする 

 他者の気持ちや考えを知ろうと

したり、友達の考えや今まで知ら

なかった個性に気付いたり認め

たり、クラスを越えた友達を身近

に感じたりする 

 

自分のこ

とを伝え

る 

自 分 の

気 持 ち

を 表 情

や 態 度

で表し、

伝 え る

こ と の

よ さ を

感じる 

 

先生や友達にし

たいことやして

ほしいこと、自

分の気持ちを、

行動や言葉で伝

えようとする 
 

先生や友達にしたいことやしてほしいこと、自分の気持ち

を、行動や言葉で伝えようとし、伝えることのよさを感じ

る 

 友達に自分の気持ちを言葉や行動で伝え

ようとしたり、先生や友達に自分の話を

しようとしたりし、伝えることのよさを

感じる 

 友達に自分の気持ちや考えを言葉で伝え

ようとしたり、先生や友達に自分の話を

しようとしたりし、伝えることのよさを

感じる 

 友達に自分の気持ちや考えを分

かるように伝えようとしたり、分

かってもらえるまで伝えようと

したりし、伝えることのよさを感

じる 

 自分の気持ちや考えを

相手にきちんと伝えた

いと思って、伝え方を工

夫したり、適当な伝え方

を選んだりして、分かっ

てもらったり受け入れ

てもらったりするまで

伝えようとしたりし、伝

えることのよさを感じ

るする 

 

他者のこ

とを考え

て行動 

する 

先生や友達の様子を気にする 
 友達の様子を見たり、話を聞いたりして、気にかける  友達の様子を見たり、話を聞いたりして、してあげたいと思うことをしようとする  自分がどうかかわればよいのかを考えて、友達のためにな

ることをしようとする 

 

人ともの

ごとをす

すめる 

 

 

友達と同じしたいことやすべきことに向けて、思いついたことをしようとしたり、

友達の考えを聞いて自分のすることを考えてしようとしたりする 

 友達と同じしたいことやすべきことに向

けて、状況や友達の考え、動きを見たり聞

いたりして、自分のできることをしよう

とする 

 

 

 

 

 
 

                 

 気持ちや考えを伝え合いながら、遊び方

や遊びに必要なルールを、友達と一緒に

考えようとする 

 みんなが楽しくできるように、気

持ちや考えを伝え合いながら、遊

びや生活のすすめ方や必要なル

ールを友達と一緒に考えたり、決

めたり、見通しをもったりしよう

とする 

 友達と共通の目的に向かって、納

得するまで一緒に考えたり、試し

たり、話し合ったりして、遊びや

生活のすすめ方や必要なルール

を決めたり、守ったり、見通しを

もったり、自分の責任を果たした

りしようとする 

 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

  

健康に過ごすためにしたほうがいいこと

があると知り、仕方を聞いて、しようとす

る 

 健康に過ごすためにしたほうがいいこと

や、なぜしなければならないかを知り、し

ようとしたり、自分の体に興味をもった

りする 

 体や健康に関心をもったり、健康に過ごすために必要なことや必要な理由を知り、

自分からしようとしたりする 

 体や健康に関心をもったり、体の成長を喜んだり、健康に過ごすために必要なこと

や必要な理由が分かり、丁寧にしようとしたりする 

 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

 

 
初めて出合う環境の中で、どうす

ると危ない状況になるかを聞き、

危なくない方法を知り、その通り

にしようとする 

 ど う す

る と 危

な い 状

況 に な

る か を

聞き、危

な く な

い 方 法

を知り、

危 な く

な い よ

う に し

よ う と

する 

 どうすると危ない状況に

なるかを聞いたり、驚い

たり痛い思いをしたりし

て危ないことを感じたり

し、危なくない方法を知

り、危なくないようにし

ようとする 

 新しい遊具や環境の中で、どうす

ると危ない状況になるかを知っ

たり、危ない時に身を守る方法を

考えたり知ったりして、危なくな

いようにしようとする 

 どうすると危ない状況になるかを知った

り、痛い思いや怖い思いをして危ないこ

とを感じたり、危ない時に身を守る方法

を考えたり知ったりして、周りの人やも

のに注意を向けて確かめ、危なくないよ

うにしようとする 

 新しい遊具や環境

の中で、具体的な

場や状況を見聞き

してどうすると危

ないかを考えたり

どうすると危ない

状況になるかを知

ったり、危ない時

に身を守る方法を

考えたり知った

り、どうして危な

くなったのかを振

り返って考えたり

し、周りの人やも

のに注意を向けて

確かめ、危なくな

いようにしようと

する 

 どうすると危ない状況になるかや危ない時に身を守る方法を考え

たり知ったり、どうして危なくなったのかを振り返って考えたり

し、周りの人やものに注意を向けて確かめ、危なくないようにしよ

うとする 

 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

 

 

初めての遊具で遊ぶ中で、いつもと違う

感覚を楽しむ 

 いろいろな遊具で遊ぶ中で、いつもと違

う感覚を楽しむ 

 新しい遊具や用具で遊ん

だり、いろいろな遊びを

したりする中で、いろい

ろな感覚を味わう 

 遊具や用具で遊んだり、いろいろな遊びをしたり

する中で、いろいろな感覚を味わう 

 新しい遊具や用具で遊ん

だり、友達と一緒にルー

ルのある遊びをしたりす

る中で、いろいろな感覚

を味わう 

 いろいろな運動遊びに挑戦したり、友達と一緒に

ルールのある遊びをしたりする中で、いろいろな

感覚を味わう 

 

遊具を使う時の体の動かし方や使い方を

知り、体を動かす楽しさや心地よさを味

わう 

 いろいろな遊具で遊ぶ中で、遊具を使う

時の体の動かし方や使い方をしてみた

り、いろいろに体を動かしたりしながら、

体を動かす楽しさや心地よさを味わう 

 新しい遊具や用具で遊ん

だり、いろいろな遊びを

したりする中で、存分に

体を動かすことを楽しん

だり、友達の動きや遊具、

用具、様々な場所や空間、

地形に対応した体の動か

し方や使い方を試した

り、体で覚えたりしよう

とする 

 遊具や用具で遊んだり、いろいろな遊びをしたり

する中で、存分に体を動かすことを楽しんだり、

友達の動きや遊具、用具、様々な場所や空間、地

形に対応した体の動かし方や使い方、力加減を、

見たり、考えたり、試したり、体で覚えたりしよ

うとする 

 新しい遊具や用具で遊ん

だり、友達と一緒にルー

ルのある遊びをしたりす

る中で、友達の動きや遊

具、用具、様々な場所や

空間、地形に対応した体

の動かし方や使い方、力

加減を、見たり、考えた

り、試したり、体で覚え

たりしようとする 

 いろいろな運動遊びに挑戦したり、友達と一緒に

ルールのある遊びをしたりする中で、見たり考え

たり試したりしてコツや感覚をつかみ、意識して

体を動かしたり、友達の動きや遊具、用具、様々

な場所や空間、地形に対応した体の動かし方や使

い方を調整したりしようとする 

 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

人
と
自
然
と
の
あ
り

方
を
み
つ
め
る 

自然環境を

みつめる 
身近な自然環境に触れ、興味・関心をもったり、好奇心をいだいたり、驚き、面白さ、美しさ、不思議さ、心地よさ、厳しさを感じたりする 

 

 

 

生き物・

いのちを

みつめる 

身近な動植物を見たり触ったり嗅いだりなどして、美しさや匂い、感触などを感じたり、色やかたち、大きさ、模様、動きの面白さや不思議さ、違いを感じたりする 

 
 

身近な動植物を見たり触ったりして、色や大きさ、姿の変化に驚いたり、愛らしさを感じたり、世話の仕方を知り、世話をしてみようとしたりする 

 

身近な動植物を見たり触ったり調べたりしながら、色や大きさ、姿の変化に驚いた

り、愛らしさを感じたり、世話の仕方を知り、動物の気持ちを考え、命に責任をも

って大切に世話をしようとしたりする 

 

 

 

 

季節によって花や実、野菜が違うことに気付いたり、１年を通して植物の変化を感

じたりする 

 
 

資質・能力の  

まとまり 
資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

 

 

身の回りのものを五感で感じたり、使ったり、使って遊んだりする中で、そのものの性質を感じて楽しんだり、面白いと思ったり、驚いたり、遊びに使おうとしたりする 

 

 

 

自分のしたことや使ったものによって、ものの様子が違うことに驚いたり、面白いと思ったりして、何度もしようとする 
 したことや使ったものによって、

ものの様子が違うことに驚いた

り、不思議に思ったりして、予想

したり、確かめたりしながら、何

度もしようとする 

 ものやこととの関係による違いや変化に気付いたり、原因と結果を結び付けて考え

たり、経験から予想したり、試したり、確かめたりしようとする 

 

 

資質・能力

の 

まとまり 

資質・能力 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3  

 
 

3 歳児 

4 歳児 

5 歳児 

 

 

 

 

 

身体を 

操作する 

身を守る 

体の健康

を保つ 

事物・現象

をとらえる 

神戸大学附属幼稚園・小学校  資質・能力の定義（令和５年４月現在） 

 

資質・能力の  
大きなまとまり  

定義 

【資質・能力のまとまり】 定義 
資質・能力 

資質・能力の定義 

社会的 
資質・能力 

 
人格形成の基礎 となる資質・能力 

【自分の生き方】 様々なかかわり合いの中で、自分を見つめ、したいことやすべきことを自分で決め、よりよい生き方を目指そうとする 

自ら決める・選ぶ 興味・関心をもったり、目的や目標を定めたりして、その実現に向けて見通

しをもち、やり遂げようとする 

自分に満足する 
自分の成長を自覚し、自らの価値に気付く 

気持ちをコントロールする よりよい方向に向けて、自分の気持ちに折り合いをつけようとする 

よりよい自分に向かう よりよい方向に向けて、した方がよいと思うことをしようとする 

【人とのつながり】 人とかかわることを通して、他者の思いや考えに気付き、よりよい関係をつくろうとする 

他者といる喜びを感じる 他者とかかわる心地よさや嬉しさ、よさを感じてつながりを大切にしようと

する 他者のことを知る 
他者に関心をもち、思いや考え、個性を認めようとする 

自分のことを伝える 相手に分かるように、自分の思いや考えを行動や言葉で伝えようとする 

他者のことを考えて行動する 他者に寄り添い、相手にとってよいと思うことをしようとする 

人とものごとをすすめる 
人と共通の目的や目標に向かって、自分にできることをしようとしたり、見

通しをもって必要なことを決めたり、互いの役割を意識しながら責任を果た

そうとしたりする 

固有的 
資質・能力 

 
知性につながる 
資質・能力 

 

体の健康を保つ 健康の保持・増進に関心を持ち、必要なことを考え、自分ができることをし

ようとする 

 

身を守る 
自分の状態や周囲の状況に気付き、安全について考え行動しようとする 

 

身体を操作する 
運動の特性に応じた身体の使い方をしようとする 

【人と自然とのあり方をみつめる】 豊かな自然体験を通して、その美しさや不思議さに触れる中で、自然や生命に対する理解を深め、望ましい自然観・生命観を養う 

自然環境をみつめる 空や雲、土、天体など、自然環境の美しさや不思議さに触れる中で、自然に

対する理解を深める 生き物・いのちをみつめる 生き物の美しさや不思議さに触れる中で、生命に対する理解を深める 

 

事物・現象をとらえる 科学的に分析・思考しながら，性質や特徴を見出したり、ものやこと同士の

関係性をとらえたりする 【感動を表現する】 思いや世界観が表現されているもののよさを感じたり、イメージをふくらませ自分らしく表現することを楽しんだりしながら、豊かな感性を養う 

造形に表す 色や形、素材の生かされ方のよさを感じたり、それらを使って表現しようと

したりする 音楽に表す 音の響き、リズム、テンポやメロディーのよさを感じたり、それらを使って

表現しようとしたりする 
文芸に表す 話の展開や内容、話や役などの設定、言葉のよさを感じたり、それらを使っ

て表現しようとしたりする 
身体の動きに表す 動作や表情、声の調子などのよさを感じたり、それらを使って表現しようと

したりする 演出に表す 配役や場のとり方、プログラムの順序などのよさを感じたり、表現方法を考

えたり、それらを使って表現しようとしたりする 

【言語を活用する】 文字言語や音声言語を獲得し、思いや考えを伝えようとする 
語彙・語句を活用する 語彙・語句を豊富に獲得し、活用しようとする 

文章の構成を整える 文章の構成を考えて、整えようとする 

【事象を数理的にとらえる】 数・量や図形、場を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようとする 

形をとらえる 図形を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようとす

る 数・量をとらえる 数・量を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようと

する 空間をとらえる 
場を対象とした思考を通して、身の回りの事象を分析的に判断しようとする 

【くらしをつくる】 くらしを豊かにするための要素や方法について考え、取り組もうとする 

食をみつめる 食べることの楽しさを感じたり、様々な食文化について知り、取り入れたり

する 道具をあやつる 
目的に合った物を選び、適切に使おうとする 

住空間を整える 
快適で心地よい生活空間を知り、整える 

財を活用する 
売買の仕組みやサービスについて知り、お金を適切に扱う 

 

多様な文化を尊重する 自国の文化や他国の文化のよさや互いの文化の違いを知り、認めようとする 

【社会とのつながりを築く】 自分たちの生活を支える人・もの・ことについて知り、持続可能な社会の実現を目指そうとする 

施設や働く人とつながりをもつ 施設や働く人の役割を知り、自分のかかわり方を考える 

資源の活用をみつめる 限りあるものの適切な使い方や使う量を考え、大切に扱おうとする 

過去とのつながりをとらえる 社会や文化の発展を歴史の流れとのかかわりでとらえる 

土地の特色をとらえる 日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえ

る 平和を求める 
争いや差別の原因を探り、人とのかかわり方を考える 

汎用的 
資質・能力 

 
思考力 

【論理的思考力】 ものごとを整理し、順序よく考える力 

比較する 
対象と視点を明確にしながら、差異点や共通点を見つけ出す 

関連付ける 
対象と視点を明確にしながら、その間にあるつながりを見つけ出す 

総合する 
比較したり関連付けたりしたことをもとに、考えをまとめる 

再構成する 
自分の知識や考えを、より妥当性の高いものに更新する 

推論する 
比較・関連付けして得られた明確な根拠をもとに、何らかの考えにいたる 

論点を抽出する 
話の中心になるところを探り、目的に応じて絞り込み、確定する 

批判的に考える 
思考・判断に必要な情報の確かさを疑う 

【メタ認知力】 
自分を客観的に把握する 自分のことについて自分自身が気付く 

【問題解決力】 問題を見出し、解決方法を導き出し、実行する力 

問題を認識する 
ある目的を達成するための問いを生む 

豊かに発想し、追求の手立てを構想する ある目的を達成するための方法を直感的・論理的に考え、最適な考えを選ぶ 

実行し、その結果をもとに判断をくだす 
実行をもとに、目的が達成されたかどうかその過程が適切であったかどうか

を評価する 

 

学びのカード 
 

日 令和５年５月 24 日（水） 時刻 10：00 

年齢 ３歳 ・ ４歳 ・ ５歳 場所 園庭 
遊び名 手押しポンプを使った遊び 

事実 
（発言、行動、表情、しぐさ、視線など） 

    ・解釈（事実からとらえた子どもの内面） 
    ◎教師の意図 

47 と 49 がバケツに水を溜めようと、手押しポンプに樋
を繋げ、繋げた樋先の近くの地面にバケツを置いてい
る。その後、47 がポンプ台で手押しポンプを動かし、
49 がバケツの近くで 47 とバケツを交互に見ている。 
 
47（49 の方を見て）「いくよー！」（手押しポンプの 

ハンドルをゆっくり深くまで下げたり上げたりして 
動かす。） 
 

バケツよりも手前に水が流れたり、バケツの底面に水が
当たってはねたりしている。 
 
教師「どう？バケツに水入ってる？」 
 
47（教師を見た後、水の流れを見て 49 を見る。）「ん
ー、あんまり入ってないから、もうちょっとバケツ
を」（手招きをしながら）「こっちにやってー。」 

 
49（笑顔で）「49 くんがやってみるね！」（樋から出
る水の流れと地面を交互に見た後、水が止まっている
間にバケツを樋の近くに近付ける。） 

47（笑顔で右手の拳を前後に動かし）「んー、惜しい！ 
もうちょっと前！」 

49（バケツを樋の方へ少し近付け手を止め、47 を見
る。） 

 
 
47「そう！もうちょっと！」 
49（更に樋に近付くように少しずつ動かし続ける。） 
 
47（手のひらを開いて両手を前に出して）「そこ！」 
49（バケツを動かす手を止めて）「こう？」 
 
47（笑顔で 49 を見て）「いい感じだと思う！じゃあいく
よー！」（バケツに水は入るが、はじけ飛んでいるの
を見て、手押しポンプのハンドルを先程よりも浅くゆ
っくり下げたり上げたりして動かす。） 

教師「おおー！すごい！バケツにたくさん水が入ってい
るよ！」 

 
49（笑顔で）「ほんとだー！入ってる！」 
47（水が溜まってきたのを見て、何回もハンドルを同じ
力で動かし続けている。） 

49（笑顔で）「もうちょっと！もうちょっと！」 
 
教師「すごいすごい！だんだん溜まってきてるよー！」 
 
 
何度も繰り返すうちに、バケツに水が満ちた。 
 
49（笑顔でバケツを見て）「やったー！溜まったよ！」 
教師「ちゃんとバケツにお水が入ってる！49 くんいろ
んな所にバケツ置いて考えたもんね！」 

49（笑顔になる。） 

・手押しポンプに樋を繋げ、繋げた樋先の近くにバケツを
置き、水を溜めたい。 

 
 
 
・49 に水を出すことを知らせた。 
・ハンドルをゆっくり深くまで動かせばバケツに水が入る
と思った。 

 
 
 
 
◎水が入っていないことに気付き、更に考えたり試したり
しようとするように、やりたいことができたか尋ねた。 

・バケツよりも手前に水が出ていることに気付き、自分が
置いたバケツを樋に近付けると入るのではないかと思っ
た。 

・49 にバケツを近付けてもらおうと言葉で動きを伝えた。 
・47 がやりたいと言っていることが分かって、自分も水が
入る場所を予想し、バケツを動かした。 

 
・49 がバケツを動かす姿を見ながら、水が入る場所を言葉
で伝え、入るだろうと思った場所で止めたい。 

・少しだけバケツを樋に近付け、水が入ると思った場所で
止めた。 

・自分が考えて置いた場所が、47 の思っている場所と同じ
か確かめようと思った。 

・もう少しで最適な場所に置けると思った。 
・少しずつ樋に近付くように動かすことで、47 に言われて
もすぐに止められるようにした。 

・その場所がいいと思った。 
・自分が置いた場所が 47 が思っている場所と同じか確かめ
た。 

・49 が置いた場所がいいと思ったため、水を出すことを 49
に知らせた。 

・力が強すぎると水がバケツに入る時にはじけ飛んでしま
うと思い、ゆっくり動かし力を弱めようと思った。 

◎自分達が考えたことが上手くいっていることを感じられ
るように、バケツに水がたくさん入ってきていることを
言葉で知らせた。 

・バケツに水が入っていることが嬉しい。 
・同じ力で動かし続けていれば、バケツに水が入ると思
い、ハンドルを動かす力を調整している。 

・水が溜まってきていることが嬉しく、もう少しで水が満
ちると思っている。 

◎バケツに水が溜まってきたことを感じ、もっと溜めたい
と思えるように、水が溜まってきている様子を言葉にし
て伝えたり感心したりした。 

 
 
・バケツに水が満杯まで入って嬉しい。 
◎自分が考えたことを感じられるように、考えて動いてい
た姿を具体的に言葉にした。 

・友達と考えてしたことで水を満杯にできたことを嬉しく
思っている。 

学び［黄 49］ 友達と考えてしたことで水を満杯にできたことを嬉しく思う。 
資質・能力 

自分に満足する 

学びの要因 
（教師の援助、環境の構
成、状況等） 

・バケツに水が溜まってきたことを感じ、もっと溜めたいと思えるように、水が溜まって
きている様子を言葉にして伝えたり感心したりしたこと。 

・バケツを置く場所を一緒に考える友達がいたこと。 
・自分達が考えたことが上手くいっていることを感じられるように、バケツに水がたくさ
ん入ってきていることを言葉で知らせたこと。 

・自由に使えるバケツや樋をポンプの近くに置いたこと。 

※印刷の都合上、枠内に収めてご記入ください。 

※ 

各園、各地域に研修の方法を持っ
て帰っていただくために、様々な
研修を深める道具や研修方法を提
案している。



 

令和５年度 １月 神戸大学附属幼稚園研究部 

グループ協議用紙について 
 各グループで協議された遊びの中の「学び」や「学びの要因」について、また、協議の話題を、皆さんで共有したいと思います。 

模造紙や付箋を例のようにお使いください。 
 

＜例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜Aグループ・５歳・ショーごっこ＞ 
 

 

＜学 び＞ 

・・・ようとする。 

 

＜要 因＞ 

・・・したこと。 

＜学 び＞ 

・・・しようとする。 

グループ協議で共有された

「学び」をピンク付箋に書く。 

身体の動きに表す 

自分のことを伝える 
○神戸大学附属幼稚園の資質・能力を観
点にしてとらえると、・・・だった。 
○遊びの中にある豊かな学びを発信す 
  るには・・・である。 
○同じ事実を見取っても、人によって・・・
など様々な解釈があった。 
○・・・とは、どういうことだろう？ 
○・・・の議論が盛り上がった。 
 

＜要 因＞ 

・・・が 

・・・したこと。 

＜学 び＞ 

・・・しようとする。 

＜要 因＞ 

・・・がいたこと。 

人とものごとをすすめる 

本校園で見出している「資質・能力」

をブルー付箋に書く。 

＜学 び＞ 

・・・を楽しむ。 

「学びの要因（環境の構成や教師の援助、

状況等）」は簡潔な文章にしてイエロー付箋

に書く。 

＜要因＞ 

・・・があること。 

別紙資料「神⼾⼤学
附属幼稚園・⼩学校 
資質・能⼒の定義」
「神⼾⼤学附属幼稚
園 ⼊園から修了ま
でのねらい⼀覧」等

に照らし、どの方向に

向かっている姿かを、

資質・能力毎に集め

て貼る。 

協議の中で、気付いたことや考えたこと、

話題になったことなどを赤マジックで空

いているところに随時記録する。 

令和５年度 １月 神戸大学附属幼稚園研究部 

 グループ協議の進め方  

        ＊子どもの事実に基づいて、遊びの中の学びをとらえましょう。 

 ＊常に事実を基に話ができているか、確かめ合いながら協議しましょう。 

 

（１） 各々の「学びのカード」について、下の①②③④を繰り返し、グループ全員の「学びのカード」

について協議を深める。 

  ※協議の中で、新たにとらえられた「学び」（資質・能力を伸長している姿）が出て来たら、ピン

ク付箋に書く。 ※グループ協議の中で、気付いたことや考えたこと、話題に上がったことを赤マジックで随時模造

紙に書き込む。  
（２）協議を振り返る。 

遊びの中の学びを事実と解釈に分けて丁寧に見取ることや、本校園で見出している資質・能力を

観点にして学びを見取ったことについて、また、グループの話題の中心になったことなどについ

て、簡潔にまとめ、赤マジックで書く。（掲示し、他のグループと交流します。） 

➀ ご自身の「学びのカード」について話す。（１枚目） 

 

 「学びのカード」 事実 ・解釈 
◎教師の意図  

○イ 
 

 

○ウ 
 

学び  ○ア   
学びの 
要因 

○エ   
② １枚目の「学びのカード」を基に、子どもの「学び」について話し合う。 

 ＊他の方がとらえた事実がさらにあれば挙げたり、解釈が異なって

いるところや疑問があれば、子どもの事実を基に、何が「学び」

かを確かめる。グループ全員で協議し、共通理解した子どもの「学

び」を付箋に書く。 

 
③ 共通理解した「学び」が、どの資質・能力の方向に向かっている姿かとらえる。 

＊共通理解した「学び」が、どういう方向に向かっている姿なの

かを、別紙資料「神戸大学附属幼稚園・小学校 資質・能力の

定義」「神戸大学附属幼稚園 入園から修了までのねらい一覧」

に照らして考える。とらえた資質・能力名を付箋に書き、模造

紙に資質・能力毎に「学び」を貼っていく。（次ページ参照） 

 

④「学び」に至った要因（環境の構成や教師の援助、状況等）は何か検討する。 

 ＊共通理解した「学び」につながったと思われる学びの要因を協議

し、簡潔な文章にして、付箋に書く。 

○ア自分自身が今日の遊びの中でとらえた、子ど

もにとっての「学び」は何か。 

○イそれは具体的に、どんな「事実」が基になっ

ているか。 ○ウ「事実」をどのように「解釈」したか。 

○エ「学び」に至る要因（環境の構成や教師の援

助、状況等）は何か。 

＊グループに同じ場面の「学びのカード」がないか確かめる。

あれば、続けてその「学びのカード」について話す。 

ピンク付箋 共通理解した「学び」 

ブルー付箋 
資質・能力名 

イエロー付箋 「学び」に至った要因 

⑤ 
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幼児教育を考える研究会（神戸大学附属幼稚園）

19︓10〜19︓30 研究会の趣旨説明
9︓30〜11︓30 保育参観及び記録
11︓30〜12︓10 「学びのカード」記⼊
13︓10〜14︓45 グループ協議
15︓00〜15︓30 全⼤会
15︓30〜16︓30 講話

グループ協議の方法も提示し、思い込みや先入観で保育を

語らず、事実に基づいた子どもの学びをもとにカリキュラ
ムを改善する知見を見出し、カリキュラムを改善する神戸

大学附属幼稚園のカリキュラム・マネジメントの一連の仕
組みを体験する機会を通じて、参加者が共に学び合うこと
を大事に実施している。



本日の研究会を通して、事実と解釈
を分けて子どもの学びをとらえること
は、意味があると感じた。

本日の研究会を通して、資質・能力
が詳細で明確になっていることは、保
育の充実につながると感じた。

本日の研究会を通して、一つの遊び
の中に、様々な資質・能力を発揮、伸
長する姿を見取ることができると感じ
た。

グループ協議を通して、様々な考え
に触れることで自分自身の学びにつ
ながった。

令和5年度

幼児教育を
考える研究会

神戸大学附属幼稚園

アンケート結果
一部項目を抜粋



本日の研究会を通して、資質・能力が詳細で明確になっていることは、保育の充実につながると感じた。
「あてはまる」、「ややあてはまる」を選ばれた理由（※一部抜粋）

• 子供の姿から学びをとらえ、それがどんな資質能力につながるかがわかりやすいと思いました。
• 詳細になることで、今の幼児の育ちに応じた必要な援助や環境の構成をより具体的に考える手立てとなる
• 幼児の何を支えたくて援助しているのかが分かり、そのための環境や援助がより明確になる。また、教師
の意識できていなかった資質・能力があることに気づき、教師の資質向上につながり、保育の充実につな
がると感じる。

• あの表に合わせて子どもを見取る力がまだ弱いので、確信は持てていませんが、子どもがどのような方向に
向かって育っているのかがより明確になるとともに、明確になることで、教師の援助や環境の構成なども
しやすくなると思います。

• 今、幼児たちにどのような資質能力が育っているのか考えたり、話し合ったりしやすいと感じた。
• 詳細になっていた方がよりこども達の主体性を支えていける保育に見通しがもてると感じたため、
• 10の姿をより具体的に考えたり、小学校や保護者への保育の可視化、連携にも分かりやすく良いと思った。
• 資質 能力が詳細で明確になっていることは、しっかりと学びや解釈、教師の意図が見えてくると思った。

• 資質・能力が詳細、また学年ごとの教育課程と繋がって書かれていることで、より具体的に子供の学びを考
えることにつながり、今日だけでも幼児理解が深まったと感じたから

• 今、何が育とうとしているのか、細かく読み取ることができるから。
• 保育記録において、どこをどう記録するかで悩むことがあるが、視点をもっておく
ことで課題や必要な配慮についても意識して保育することができるため

• 明確な物がないとあやふやになりやすい為。
• 具体的な言葉で示されることで保育をふりかえり、進めていきやすい
• 保育の見方や考え方を整理し、客観的に示す時によりわかりやすいと思うから。
• 資質・能力が詳細で分かりやすいので、保育のねらいをピンポイントに定められる。
• ねらいに対しての環境構成、援助配慮がより深く丁寧に設定することができる。
• その日の遊びの中の学びを、資質・能力にひも付けて考えることができる。また、
一人一人が何を学んでいるのか、何を学ばせたいのかが明確になり、次の保育へ
と繋がっていくと考えた。

• 職員同士で何を育てたいのか、今は何が必要なのかを共通理解するうえで、詳細
に分けてあるとわかりやすいと思いました。ただ覚えるのが大変なのかな？とも
思いました。 3要領、指針のねらい・内容の数と比べると決して多くはない



神戸大学附属幼稚園で取り組み、地域の保育者や一般の保護者、
小学校の先生方にも共感してもらえたことから主張したいこと

Ø 資質・能力を育むという考え方になった今、子どもの学びを見取る観点も、ねらい
の観点も全て資質・能力の観点に統一することが、全ての人にとって理解しやすく
なると考える。

Ø ３つの資質・能力の大きな枠組みはそのままに、さらに詳細な資質・能力の観点か
ら要領・指針のねらいを整理し、明確に示していくことを提案したい。

Ø 上記のことにより、次に示す効果があると考える。

• 幼児教育において、さらに資質・能力の考え方が浸透する。

• 遊びや生活の中で資質・能力が豊かに発揮・伸長されていることをよりよくわか
りやすく発信しやすくなる。

• 小学校において、資質・能力の3観点で評価しているため、小学校の教師にも、幼
児教育が理解しやすくなり、幼小における子どもの学びの見取り方や指導方法等
の相互理解の深化が図れる 。

Ø 神戸大学附属幼稚園としても、地域の保育者と共に、本園において見出している資
質・能力を精緻に検討し、幼児教育において育みたい資質・能力を明らかにしてい
く方向で教育研究を継続していきたい。

Ø ３要領・指針と小学校学習指導要領の用語について、用語が同じであれば同じ意味
で使うようにし、幼児教育に独自なものは、別の用語に変えると幼児教育と小学校
教育でのカリキュラムづくりにおいても言葉の認識によるズレを防ぎ、相互理解を
促進することに資すると考える。（例えば、幼児教育における「内容」と小学校に
おける「内容」の違い）



カリキュラム資料 神⼾⼤学附属幼稚園ホームページ参照




